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マテリアル ・ アー ト展 2012

～マテリアル ・ アズ・デザイン～

1. 緒言

我々は、材料を用いて様々なものを作りだしてきた。こ
れは、材料の進歩に因るところが大きい。しかし、我々は
便利な機能をもっ製品に注目しがちであり、材料に対す

る関心が低い。そこで、マテリアル工学科学生会は一般

の人や高校生、他学科の学生に 「材料 ・ 素材Jの素晴らし
さを理解してもらうために 「マテリアル ・ アート展Jと銘打つ
て毎年趣向を変えた展示をオープンキャンパスや夢科学

探検で行ってきた。マテリアル工学科では多くの材料に
ついて学び、材料の結晶形や組織構造に個性的な 「顔J
があり、それがそれぞれの材料の優れた特性を生んでい

ることを知った。これまでのマテリアル ・ アート展では実験

や研究を通じて出会った個性的な材料の写真を集め展

示を行い、多くの来場者に興味をもって頂けた。
一昨年は、IOMMMS (International Org祖国tion of

Ma刷als,Me旬ls 姐dMinerals Societies）が顕彰する
World Materials Day Awardコンテスト（北海道大学で開
催）に応募し、活動を発表し、Award（最優秀作品）受賞を
果たした。昨年は、作品収集に力を入れたことにより、良
い作品が多く出展され、好評を得た。また、1～3年生も応
募しやすくするために、 「身近なマテリアル魅力J部門を
設けたところ、マテリアルへの関心の高さが伝わってくる
力作が集まった。

このように、これまで一般の方々にマテリアルの魅力を
伝えることを目的としてきたが、一方で、マテリアル工学科
以外の学内の学生へのアピーノレが不足していた。そこで、
今年度は熊本大学全体にマテリアル ・アート展の活動を
広めていく年にしていこうと考えた。また、マテリアルの
「顔」をデ

、
ザインの視点からみることで、今まで、とは、違う興

味 ・ 関心を引き出すとともに趣向も異なる作品の応募を促
した。

2. 実施概要
まず、11 月の夢科学探検で開催するマテリアル ・ アート

展を行うことを7月中旬までに学科の学生全体に案内した。
1-3年生は、身近なマテリアルデザイン部門、4年生以上
は、実験 ・ 研究で見つけたマテリアルデザインと部門を分
けた。今年度も、参加意欲を高めるために、ベストデザイ
ン賞に賞金を出すことにした。賞金は、平成22 年度の
World Materials Day Award コンテストの賞金から拠出し
た。
8 月に聞かれたオープンキャンパスでは、昨年度マテリ
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アルフォトコンテストで発表した内容の報告と過去3 年間
の作品の展示を行った。また、マテリアル工学科の各研
究室で催しているチタンの陽極酸化実験や超電導実験、
形状記憶合金、カ ーボンナノチューブ

、
の模型作製などに

取り組むことにより、今年度の作品づくりに役立ててもらっ
た。

11 月の夢科学探検で開催したマテリアル ・ アート展で
は、来場者に写真展の感想やマテリアルの関心について
アンケートを実施し、それぞれの部門で気に入った作品
に投票してもらった。各部門で最も投票の多かった作品
にベストフォト賞と副賞の賞金を贈呈した。

また、これまでの作品の中からベスト作品を集め、マテ
リアル ・ アート展～ベスト作品展～を 10月と12月にそれぞ
れ工学部2号館のロピーおよび大教センター廊下で展示
会を行った。

3. 作品紹介および展示
今年度のマテリアル ・ アート展～マテリアル ・ アズ ・ デザ

イン～で展示した作品を紹介する。4年生以上を対象とし
た実験 ・ 研究で見つけたマテリアルデザインの大賞受賞
作品および得票数の多かった作品を図3・1-3に示す。ま
た、1～3年生を対象とした身近なマテリアルデ

、
ザインの大

賞受賞作品および得票数の多かった作品を図3斗6に
示す。4年生以上の作品においては、どれもデザイン性
の高い作品が8作品集まった。1～3年生の作品において
は、身近にあるものを材料の観点からを調べることにより、
ー工夫した作品が 22作品集まった。集めた作品を夢科学
探検にて展示した、工学部研究棟Iの玄関ホールを利
用して行った展示会場の様子を図3・7,8に示す。来場し
た人に気に入った作品に投票してもらい、記入してもらっ
たアンケートには、
・ きれいな世界が楽しめた。
・ 身近な材料に興味を持てた。
というように、マテリアル ・ アート展を楽しめたとし、うコメント
を多数頂いた。それぞれの部門において大賞を受賞した
作品の提出者には表彰状および賞金を授与した（図3-9）。
また、夢科学探検の表彰式にて、マテリアル ・ アート展の
活動が認められ、 「化血研賞」（図3-10）を頂き表彰され
た。










